
𝑟 [Ω]：⼀次抵抗 ※⼀次巻線の抵抗
𝑥 [Ω]：⼀次リアクタンス

※⼀次巻線の漏れリアクタンス
𝑟′  [Ω]：⼆次抵抗(⼀次電圧換算)※⼆次巻線の抵抗
𝑥′ [Ω]：⼆次リアクタンス(⼀次電圧換算)

※⼆次巻線の漏れリアクタンス

𝑟 [Ω]：等価鉄損抵抗
※ヒステリシス損＋渦電流損の等価抵抗

𝑥 [Ω]：主励磁リアクタンス
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誘導機（９）−１ 《誘導電動機の円線図（L型等価回路）》
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𝑟 [Ω]：⼀次抵抗 ※⼀次巻線の抵抗
𝑥 [Ω]：⼀次リアクタンス

※⼀次巻線の漏れリアクタンス
𝑟′  [Ω]：⼆次抵抗(⼀次電圧換算)※⼆次巻線の抵抗
𝑥′ [Ω]：⼆次リアクタンス(⼀次電圧換算)

※⼆次巻線の漏れリアクタンス

𝑟 [Ω]：等価鉄損抵抗
※ヒステリシス損＋渦電流損の等価抵抗

𝑥 [Ω]：主励磁リアクタンス
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よって、⼀次銅損はIm 𝐼 ′ に⽐例する。
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⼀次銅損[W]：𝑃 3 𝑟 ・ 𝐼 ′

3 𝑟 ・ 𝛾 sin 𝜃′
①より

･･･②

3 𝑟 ・𝛾・𝛾 sin𝜃′

②より
3 𝑟 ・𝛾・𝐼 ′ 𝐼 ′=𝐼 ′の無効成分：

定数

⼆次銅損も同様にIm 𝐼 ′ に⽐例する。

・・・・直線O'Tで表すことができる。
・・・・直線O'Sで表すことができる。


